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新型コロナウイルス 事態は緩和に向かっていると⾒えるがリスク対応は必須 
 
リスク対応とは最悪の事態
までをも想定し、その発⽣
時に実⾏可能な対処⽅法を
決めておくことだ。今回の
新型コロナ発⽣前にも各企
業は幾多のリスク対応策を
作成はしていたが、この中
に「パンデミック」は含まれ
ていなかった。 
 
記事が伝えるように、 
スペイン⾵邪並みの第
⼆波が襲ってきたら、
あるいはリーマンショ
ック並みの経済減速が
今後５年間持続したら
と、今後襲い来ると予
想される最悪のケース
は不幸なことではある
が ⾮ 常 に 具 体 的 で あ
る。 
 
発⽣する確率は⾮常に
低いが、それが⼀旦起
こってしまうとその影
響は⽣活基盤を著しく
破壊し、しかもその影
響は⻑く継続する。こ
のリスクに社会は⽴ち
向かう知恵を出し合わ
なければならない。 


